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オピニオン

　
Ａ
行
政
区
で
は
、
40
匹
近
く
増
え
た

野
良
猫
の
糞
尿
の
始
末
や
鳴
き
声
等
に

関
す
る
苦
情
が
相
次
い
で
い
ま
し
た
。

猫
好
き
な
宮
川
泰
代
さ
ん
は
、
こ
の
問

題
を
何
と
か
し
た
い
が
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
わ
か
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
野
良
猫
に
関
す
る
ブ
ロ
グ
を
読
む

日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と

き
に
、
野
良
猫
と
人
間
の
共
生
を
目
指

す
さ
く
ら
ね
こ
♥
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
（
猫
の

ご
は
ん
や
ト
イ
レ
掃
除
、
避
妊
去
勢
手

術
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
猫
の
繁
殖
を

抑
え
る
こ
と
や
こ
れ
以
上
不
幸
な
猫
を

増
や
さ
な
い
活
動
）
を
知
り
、「
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
こ
れ
だ
」
と
思
い
、

行
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
猫
に
餌
を
あ
げ
て
い
る
地

域
の
方
々
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
猫
を

守
り
た
い
一
心
で
、「
餌
を
あ
げ
る
こ

と
で
猫
が
集
ま
っ
て
く
る
。
集
ま
っ
た
猫

が
け
が
を
し
て
も
、
病
気
に
な
っ
て
も
、

全
て
の
猫
を
病
院
に
連
れ
て
い
く
こ
と

は
で
き
な
い
。
最
期
ま
で
面
倒
を
み
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
餌
や

り
は
無
責
任
な
お
こ
な
い
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
命
を
守
り
な
が
ら
、
責
任

を
も
っ
て
世
話
を
し
て
い
く
た
め
に
も
、

こ
れ
以
上
猫
を
増
や
さ
な
い
手
術
が
必

要
だ
」
と
の
、
自
身
の
思
い
を
訴
え
ま

し
た
。
餌
を
あ
げ
る
人
の
中
に
は
、
猫

を
保
護
し
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
保
護

し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
や
、
全
て
の
猫

に
手
術
を
す
る
の
は
大
変
じ
ゃ
な
い
か

と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
協
力
で
低
額
で
手
術

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
広
島
県

に
猫
を
連
れ
て
い
く
こ
と
を
説
明
す
る

と
、
費
用
の
一
部
を
出
し
て
く
れ
る
人

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
っ
た
人

か
ら
も
寄
附
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

11
匹
が
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後

も
自
費
や
公
益
財
団
法
人
等
の
基
金
を

利
用
し
て
、
現
在
で
は
20
匹
の
手
術
を

終
え
ま
し
た
。

　
区
内
を
歩
く

と
、
耳
先
が
桜

の
花
び
ら
の
よ

う
に
Ｖ
字
に
な
っ

て
い
る
猫
を
目

に
し
ま
す
。
現

在
は
、
30
匹
の

野
良
猫
の
管
理

表
を
つ
く
り
、
性
格
や
手
術
日
、
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
状
況
が
分
か
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
春
と
秋
に
は
た
く
さ
ん
の
子

猫
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
活

動
に
よ
っ
て
増
え
る
こ
と
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
去
勢
や
避
妊
に
つ
い
て
の
捉

え
方
は
様
々
で
、
倫
理
的
な
配
慮
か
ら

賛
否
両
論
あ
る
と
思
い
ま
す
。
手
術
を

し
た
か
ら
と
い
っ
て
猫
が
い
な
く
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
宮
川
さ
ん

の
「
最
期
ま
で
責
任
を
持
っ
て
世
話
を

す
る
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
、
動
物
を

飼
う
こ
と
や
命
に
責
任
を
持
つ
こ
と

が
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

02えがお８月号

小
さ
な
命
が
尽
き
る
ま
で 

〜 

野
良
猫
と
の
暮
ら
し 

〜

小
さ
な
命
が
尽
き
る
ま
で 

〜 

野
良
猫
と
の
暮
ら
し 

〜

み
や
が
わ 

や
す  

よ

　
令
和
２
年
７
月
４
日
、
球
磨
川

の
氾
濫
に
よ
り
熊
本
県
人
吉
市
や

球
磨
村
等
で
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
梅
雨
前
線
は
、
福
岡
県
内

に
お
い
て
も
大
牟
田
市
や
久
留
米

市
等
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
こ
の
災
害
で
被
災
さ
れ

た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
嘉
麻

市
役
所
に
義
援
金
箱
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は

福
岡
県
共
同
募
金
会
及
び
熊
本
県

共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、
被
災
地

に
配
分
さ
れ
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
嘉
麻
市
役
所

・
各
支
所
（
碓
井
・
山
田
・
嘉
穂
）

・
山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

義
援
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た



総　　　合

03 えがお８月号

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響を受けて、令和２年３月３日から、突
然市内の小中学校が臨時休校になりました。不安は感じるものの、マスクやうがい、
手洗いを意識する以外は、普段と変わらない日常を過ごしていましたが、この日を
境に意識が一変しました。卒業式や入学式は、時間を短縮しておこなわれ、仲間との別れや新学期のわ
くわくした気持ちを感じる間もなく、４月６日から再開した学校も再び休校になりました。
　休校に伴い仕事に行くことができなくなった保護者だけでなく、外出自粛の影響により収入が減った
タクシー乗務員、バスガイド、建設関係や飲食店等の仕事に携わる方々から、生活費の相談が寄せられ
るようになりました。
　３月23日から、休業や失業等により生活資金で悩んでいる方、収入の減少で苦しんでいる方々に向け
た生活福祉資金特例貸付（総合支援資金、緊急小口資金）の受け付けが始まりました。嘉麻市でも、
時間の経過とともに相談件数は急激に増え続けました。
　相談者の中には、もともと家計がギリギリの状態で、突発的なことに対応できない方が多くおられ、
貸付だけでは解決できないのではないかと感じながらも、切迫した生活状況を目の当たりにし、スピー
ド感を持った対応をしなければと焦るばかりの日々が続きました。
　５月14日、一部の都道府県を除いて、発令されていた緊急事態宣言が解除され、嘉麻市でも６月に入
ると特別定額給付金が届きはじめました。これらの貸付や給付金等により、一時的に凌ぐことはできても、
景気がすぐに回復するわけではないため、厳しい状況にある方々は先の見えない不安が続くと思います。
相談にあたっては、スピード重視ではなく、相談者の話をしっかり聞き、課題を分析して、生活再建に向
けて何が必要なのかを一緒に考えるという丁寧な対応を心がけていきたいと思っています。

コロナの影響による相談から見えたこと ～ 深刻化する家計 ～

新型コロナウイルス感染症の
影響でお困りの方は

　５月18日、飯塚自動車整備工業会から、
マスク5,000枚の寄付をいただき、飯塚市
社会福祉協議会で贈呈式が行われました。
同会の塚本順会長は、「新型コロナウイルス
に感染するリスクの高いなか、医療や福祉
の現場で働くみなさんの感染予防に役立て
てほしい」と話され、２市１町の社協を代
表して飯塚市社協の有吉常務理事が目録を
受け取りました。
　本市分として頂いた1,250枚のマスクは、市
内にある20の社会福祉法人にお届けしました。

温かな気持ちを橋渡し
●福岡県新型コロナウイルス感染症一般相談窓口
　　☎092-643-3288（24時間対応）
●嘉麻市健康課健康推進係
　　☎0948-42-7430 （平日８時30分～17時00分）
●金融に関する相談窓口（事業者向け）
　・日本政策金融公庫 福岡支店
　　☎092-411-9111（平日９時00分～15時00分）
　・商工組合中央金庫
　　☎0120-542-711
　　（９時00分～17時00分 土日、祝日対応）
　・中小企業金融相談窓口
　　☎03-3501-1544
　　（９時00分～17時00分 土日、祝日対応）
●生活困窮に関する事
　・かま自立相談支援センター
　　嘉麻市上山田502番地６　山田ふれあいハウス内
　　☎0948-43-4751
　　（平日８時30分～17時00分）
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04えがお８月号

事業　報告及び収支決算報告

●法人運営に関する会議
　・会長・副会長会議の開催　５回
　・理事会の開催　５回
　・定時評議員会の開催　１回
　・臨時評議員会の開催　２回
　・評議員選任・解任委員会の開催　３回
　・内部監査の実施　１回
　・外部監査の実施　13回
●市民生活に密着した事業の推進
　・チャイルドシートの貸出　52件
　・紙おむつ宅配事業
　　利用者　10人　販売パック数　196袋
　・福祉機器（車いす）の貸出　42件
●地域の安全と環境保全につなげるために
　・空き家管理住まいるサービス　管理家屋　８軒
●その他の事業活動
　・バス待合所の管理　34ヵ所（稲築地区）
●アルミ缶等リサイクル事業
　・総量　5,128㎏
●本部事務所の移転
　・山田ふれあいハウスへ

●介護保険事業の推進
　・居宅介護支援事業の実施（嘉麻北居宅介護支援事業所）
　　延べ利用者数　365人
　・介護予防居宅介護支援事業の実施　
　　延べ利用者数　５人
　・訪問介護事業の実施（嘉麻北訪問介護事業所）
　　延べ利用者数　209人　述べ利用回数　1,973回
　・介護予防訪問介護事業の実施
　　延べ利用者数　283人　述べ利用回数　1,504回
●障がい者自立支援事業の推進
　（令和元年６月から事業開始）
　・障がい者居宅介護事業　延べ利用者数　13人
　・障がい者同行援護事業　延べ利用者数　12人
●かま指定計画相談支援事業の推進
　・指定特定相談支援事業　延べ利用者数　60人
　・指定障がい児相談支援事業　延べ利用者数　27人

●指定管理施設の管理・経営
　・山田ふれあいハウスの管理及び利用促進
　　開所日数　268日　延べ利用者数　3,800人
　・山田ふれあいハウス会議室の利用促進
　　利用回数　44回　延べ利用者数　308人
　・子育てリユースセンターの開設
　　延べ利用者数　429人　寄附物品数　4,048点
　　リユース品数　3,254点

●受託事業の推進
　・配食サービス事業
　　延べ利用者数　2,993人
　　延べ配食数　63,068食
　　朝食述べ提供数　6,171食
　・生活管理指導員派遣事業
　　月平均利用者数　７人

●相談件数　127件
●個人ボランティア登録者数　197人
●ボランティア活動に関するコーディネート
　・９施設（団体）　活動参加者　32人
●ボランティア保険への加入促進
　・ボランティア活動保険　加入者数　382人
　・ボランティア行事用保険　加入件数　44件

●ボランティア・市民活動センター運営委員会の開催　２回
●ボランティア・市民活動センターでの災害対応
　・期間　令和元年７月25日・27日・28日　
　・延べ活動人数　41人
　・ボランティアを必要としたニーズ　４件

かまボランティア・市民活動センター

　令和元年度は、任期満了に伴う役員の改選が行われ、新会長に坂田勲理事が選定されました。
　また５つの相談センターで受けた相談は合計で7,404件となり、特にかま権利擁護センターの相談が大
きく増えました。行政から受託している配食サービスは、１日平均172食を提供し、年間で6,308食と利
用が大幅に増えました。
　この事業報告及び収支決算報告については、６月11日に開催された第70回理事会において承認され、
６月26日に開催された第４回定時評議員会で議決されましたので、その概要を報告します。

法人運営部門

受託事業管理運営部門

在宅福祉推進部門

福祉施設等管理・経営部門
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事業　報告及び収支決算報告

●総合相談の充実
　・福祉なんでも相談の受け付け　752件
　・弁護士による法律相談　29件
　・心配ごと相談　４件
●会員の募集及び拡充
　・会員加入件数　1,110件 
●中学校区による協議体の開催
　稲築西11回、稲築東11回、碓井11回、山田11回、嘉穂11回、
　全体会１回
●地域福祉部の拡充・活動支援
　・地域福祉部に対する活動助成件数　17件（稲築地区）
　・福祉推進員会の開催　6回　出席者数　103人
　・福祉推進員代表者会の開催　6回　出席者数　26人
●ふれあい・いきいきサロンの拡充・活動支援
　・ふれあい・いきいきサロンへの活動費助成　35件
●地域支えあい事業の推進
　・提供回数　28回　提供時間　65時間

●社会福祉法人の社会貢献活動を広げるための事業推進
　・かま福祉ネットワーク委員会
　　加入法人　14法人22施設　委員会の開催　３回
　・かまワン相談員からの相談　３件
　・ふくおかライフレスキュー事業嘉麻市部会の開催　４回
　・ふくおかライフレスキュー事業による支援
　　支援者数　７人　延べ支援回数　20回
●広報活動の推進
　・広報紙「えがお」の発行　４回（５月・８月・11月・２月）
　・ホームページでの情報の発信　アクセス数　3,373件
　・ブログでの情報発信　371回
●在宅介護者への支援
　・在宅介護者の集い定例会
　　11回　延べ参加者数　78人
　・認知症家族の集い定例会
　　10回　述べ参加者数　30人
●共同募金運動への協力
　・街頭募金、戸別募金、職域
　　募金、法人募金への協力

かま生活支援・相談センター（コミュニティワークセンター）

●相談受付　3,071件
●日常生活自立支援事業の推進
　・新規契約件数　12件　利用者数　32人
　・書類等預かりサービスの実施
　　新規契約件数　１件　利用者数　１人
●本会独自の地域福祉権利擁護事業及び
　権利擁護支援の実施
　・金銭管理・生活支援サービスの実施
　　新規契約件数　5件　利用者数　20人
　・財産保管サービスの実施
　　新規契約件数　0件　利用者数　3人
●その他権利擁護支援の実施
　・権利擁護支援　運営委員会の開催　4回
　・地域福祉権利擁護事業　運営審議会の開催　2回
●法人後見等の実施及び積極的受任
　・財産管理、身上監護の実施
　　受任者数　8人　活動回数　192回　
　・定期監査の実施　4回

かま権利擁護センター
●相談件数　2,067件
　・生活困窮に関する相談　新規　114件
　・自立に向けた働きかけ　継続相談・支援回数　1,033回
　・支援プランの策定
　　自立支援プラン　32件　家計改善支援プラン　17件
●支援調整会議の開催　11回
●就労支援
　・情報提供　45回　就労等につながった件数　5件
●家計改善支援事業
　・新規相談17件
　・自立に向けた働きかけ　継続相談・支援回数　268回
●生活福祉資金貸付事業
　・相談件数　635件　貸付件数　35件
　　貸付総額　6,083,000円
●フードバンク事業
　・食品及び物品の協力件数　22件
　・食品の提供を必要とした人数　27人
　・提供延べ回数　48回
　・物品の提供を必要とした人数　９人
　・物品を提供した延べ回数　12回
●無料職業紹介所
　・常用求人登録件数　81件
　・求職登録者数　9人　就労につながった方　1人

かま自立相談支援センター

●相談件数　757件
●現在つながっている方への支援
　・フリースペースの開催（寄ってこハウス）
　　開設回数　47回　延べ参加者数　146人
　・家族の集い定例会の開催
　　（寄ってこハウス・稲築住民センター）
　　回数　12回　参加者数　26人
●ひきこもりに関する啓発事業
　・講話及び個別相談会　参加者数　2家族3名

かまひきこもり相談支援センター

地域福祉活動推進部門

令和元年度　嘉麻市社会福祉協議会



総 合 ・ 地 域

令和元年度　資金収支計算書
●事業活動による収支 ●施設設備等による収支

●その他の活動による収支

返
し
ま
す
。

　
袋
の
中
に
は
脳
ト
レ
グ
ッ
ズ
だ
け
で

な
く
、
休
憩
の
お
と
も
に
と
、
み
な
さ
ん

が
大
好
き
な
ボ
ン
タ
ン
ア
メ
や
兵
六
餅

な
ど
の
お
菓
子
も
入
っ
て
い
て
、
有
意

義
に
な
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
は
、「
会
う
こ
と
が
で
き
な
く

て
も
、
あ
な
た
の
事
を
気
に
か
け
て
い

ま
す
。
孤
独
に
な
ん
て
さ
せ
な
い
。」
と

の
思
い
伝
え
る
た
め
に
、
訪
問
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

返
し
ま
す
。

　
袋
の
中
に
は
脳
ト
レ
グ
ッ
ズ
だ
け
で

な
く
、
休
憩
の
お
と
も
に
と
、
み
な
さ
ん

が
大
好
き
な
ボ
ン
タ
ン
ア
メ
や
兵
六
餅

な
ど
の
お
菓
子
も
入
っ
て
い
て
、
有
意

義
に
な
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
は
、「
会
う
こ
と
が
で
き
な
く

て
も
、
あ
な
た
の
事
を
気
に
か
け
て
い

ま
す
。
孤
独
に
な
ん
て
さ
せ
な
い
。」
と

の
思
い
伝
え
る
た
め
に
、
訪
問
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
的
な
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
は

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
口
春
サ
ロ
ン
の
代
表
者
で
あ
る
山
本

千
春
さ
ん
と
高
木
久
美
子
さ
ん
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
サ
ロ
ン
を
開
催
で
き
な
い
間
に
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
早
く
サ
ロ
ン

に
行
き
た
い
と
の
相
談
を
受
け
、
ど
う

し
た
ら
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
模
索
し

ま
し
た
。

　
高
木
さ
ん
は
普
段
か
ら
散
歩
の
途
中
、

高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
い
た
こ
と
か
ら

「
お
う
ち
時
間
を
な
ん
と
か
有
意
義
に
過

ご
し
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
で
、
脳
ト
レ

や
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
、
間
違
い
探
し

な
ど
の
プ
リ
ン
ト
を
サ
ロ
ン
参
加
者
に

配
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
訪
問
は
２
週
間
に
１
回
、
約
30
名
の

お
宅
を
山
本
さ
ん
と
手
分
け
し
て
回
り

ま
す
。
訪
問
す
る
際
に
は
、
お
互
い
に
マ

ス
ク
着
用
し
、
手
渡
し
を
す
る
時
以
外

は
距
離
を
取
り
、
短
時
間
で
は
あ
り
ま

す
が
、
生
活
状
況
や
困
り
ご
と
を
聞
き

取
り
ま
す
。
不
在
時
は
、
裏
の
畑
を
見
に

行
っ
た
り
、
会
え
る
ま
で
再
訪
問
を
く
り
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06えがお８月号

収入
　会費収入
　寄附金収入
　経常経費補助金収入
　助成金収入
　受託金収入
　貸付事業収入
　事業収入
　介護保険事業収入
　障害福祉サービス等事業収入
　受取利息配当金収入
　その他の収入
　事業活動収入計
支出
　人件費支出
　事業費支出
　事務費支出
　貸付事業支出
　助成金支出
　負担金支出
　その他の支出
　事業活動支出計
事業活動資金収支差額

1,249,000
2,846,342
39,605,100

72,414
63,039,560

0
31,847,554
16,081,480
1,119,130
75,817

4,532,155
160,468,552

107,530,916
33,405,825
7,760,396

0
1,750,850
601,000
85,390

151,134,377
9,334,175

収入
　施設整備等収入計
支出
　固定資産取得支出
　施設整備等支出計
施設整備等資金収支差額

0

312,120
312,120

△ 312,120

●予備費  
●当期資金収支差額合計  
●前期末支払資金残高  
●当期末支払資金残高  

0
20,140,002
32,028,320
52,168,322

（単位：円）

収入
　積立資産取崩収入
　拠点区分間繰入金収入
　サービス区分間繰入金収入
　その他活動による収入
その他の活動収入計
支出
　積立資産支出
　拠点区分間繰入金支出
　サービス区分間繰入金支出
　その他の活動による支出
その他の活動支出計
その他の活動資金収支差額

　
0
0
0

14,054,450
14,054,450

72,733
0
0

2,863,770
2,936,503
11,117,947
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義
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地　　　域

の
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
参
加
者
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
茶
話
会
や
盆
踊
り

な
ど
を
企
画
し
て
い
か
れ
る
そ
う
で
す
。

　
立
ち
上
げ
に
協
力
し
た
山
田
洋
子
さ

ん
は
、「
高
齢
に
な
る
と
外
に
出
な
く
な

り
が
ち
で
す
が
、
集
ま
る
方
だ
け
で
な

く
自
分
た
ち
も
笑
顔
で
過
ご
せ
る
場
所

に
し
た
い
。
サ
ロ
ン
か
ら
、
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
を
広
め
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
に
は
34
カ
所
の
サ
ロ
ン
が

あ
り
ま
す
。
サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談
は
本
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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で
は
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が
り
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の
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て
、
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・
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き
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き
サ
ロ
ン
の
活
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を
支
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ま
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在
、
市
内
に
は
34
カ
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サ
ロ
ン
が

あ
り
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ロ
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《お問い合わせ先》
嘉麻市社会福祉協議会
☎４３-３５１１

　
山
下
行
政
区
に
お
住
い
の
宝
井
成
生

さ
ん
は
、
14
年
前
か
ら
自
宅
そ
ば
の
交

差
点
で
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
宝
井
さ
ん
は
、
若
い
頃
か
ら
深
夜
に

外
出
す
る
青
少
年
へ
の
声
か
け
活
動
を

す
る
若
葉
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
ご

家
族
や
知
人
の
方
々
と
、
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、「
自
分
の
住
ん

で
い
る
地
域
を
よ
く
し
た
い
。
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
朝
５
時
半
に
起
き
て
体
操
し
、
植

木
の
世
話
を
し
た
ら
７
時
20
分
頃
に
交

差
点
に
向
か
い
ま
す
。
徒
歩
や
自
転
車

で
通
学
す
る
子
ど
も
た
ち
の
他
に
、
通

勤
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
特
別
支
援
学
校

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
っ
た
生
徒
た
ち

に
も
、
手
を
あ
げ
て
挨
拶
を
交
わ
し
ま

す
。
歩
道
に
せ
り
出
し
た
草
木
や
消
え

か
け
た
横
断
歩
道
、
衝
撃
に
よ
り
曲

が
っ
た
ポ
ー
ル
が
歩
行
者
の
危
険
に
な

ら
な
い
か
な
ど
、
交
差
点
の
異
変
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
環
境
面
で
も
安
全
に
配

慮
し
ま
す
。

　
宝
井
さ
ん
は
、
独
学
で
道
路
に
関
す

る
法
律
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
交
差

点
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
た
く
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下
行
政
区
に
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の
宝
井
成
生
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で
、
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の
思
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転
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生
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を
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。
歩
道
に
せ
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出
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た
草
木
や
消
え

か
け
た
横
断
歩
道
、
衝
撃
に
よ
り
曲

が
っ
た
ポ
ー
ル
が
歩
行
者
の
危
険
に
な

ら
な
い
か
な
ど
、
交
差
点
の
異
変
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
環
境
面
で
も
安
全
に
配

慮
し
ま
す
。

　
宝
井
さ
ん
は
、
独
学
で
道
路
に
関
す

る
法
律
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
交
差

点
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
た
く

さ
ん
の
運
転
を
目
に
し
、
ご
自
身
が
ハ

ン
ド
ル
を
握
る
際
に
は
交
通
違
反
を
し

な
い
よ
う
慎
重
に
運
転
す
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
取
材
中
、
巡
回
す
る
下
山
田
小
学
校

の
福
永
校
長
や
子
ど
も
た
ち
に
付
き
添

う
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
桃
崎
さ
ん
に
出
会
い

ま
し
た
。
地
域
に
は
、
登
下
校
時
刻
に

合
わ
せ
て
散
歩
し
て
い
る
方
、
家
の
周

り
や
田
畑
で
、
用
事
を
し
な
が
ら
見

守
っ
て
い
る
方
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
自
然
に
見

守
り
を
し
て
い
る
方
々
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
ま
す
。

　
働
く
親
と
し
て
、
朝
送
り
出
し
た
子

ど
も
が
遅
刻
せ
ず
学
校
に
着
い
た
か
、

け
が
を
せ
ず
無
事
に
帰
っ
て
く
る
か
、

心
配
は
数
え
切
れ
ず
、
支
え
て
く
だ
さ
る

地
域
の
方
々
に
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。
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お

た
か
ら
い 

し
げ  

お

み
や　
い

み
や　
い

ま
つ 

お
か

ま
つ 

お
か

え
い　
こ

え
い　
こ

　
光
代
行
政
区
に
お
住
い
の
山
口
愛
子

さ
ん
（
88
歳
）
は
、
娘
さ
ん
と
２
人
暮

ら
し
で
す
。２
年
前
に
、自
宅
で
転
倒
し
、

９
カ
月
間
の
入
院
生
活
を
経
験
し
ま
し

た
。
退
院
後
も
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
、
近
所

の
散
歩
を
続
け
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

以
前
は
顔
な
じ
み
の
方
と
世
間
話
や
採

れ
た
野
菜
の
話
を
す
る
こ
と
が
楽
し
み

で
し
た
が
、
友
達
が
入
院
し
た
り
閉
じ

こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
近
所
の
人
と
交

流
が
な
く
な
っ
た
と
寂
し
そ
う
に
娘
の

多
津
子
さ
ん
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
津
子
さ
ん
も
以
前
か
ら
、
子
ど
も

会
活
動
や
盆
踊
り
な
ど
の
地
域
行
事
が

な
く
な
り
、
隣
近
所
と
の
つ
な
が
り
が

減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

お
り
、
地
域
に
は
母
親
と
同
じ
思
い
を

抱
え
て
い
る
高
齢
者
が
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
オ
レ
ン
ジ
サ
ロ
ン
や
ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
こ
と
を
調

べ
て
、
行
政
区
長
・
宮
井
英
子
さ
ん
・

松
岡
ま
ゆ
み
さ
ん
達
に
相
談
し
て
「
皆

さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
」
を
つ
く

ろ
う
と
計
画
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
時
期

で
す
が
、
７
月
18
日
（
土
）
に
第
１
回
目

　
光
代
行
政
区
に
お
住
い
の
山
口
愛
子

さ
ん
（
88
歳
）
は
、
娘
さ
ん
と
２
人
暮

ら
し
で
す
。２
年
前
に
、自
宅
で
転
倒
し
、

９
カ
月
間
の
入
院
生
活
を
経
験
し
ま
し

た
。
退
院
後
も
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
、
近
所

の
散
歩
を
続
け
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

以
前
は
顔
な
じ
み
の
方
と
世
間
話
や
採

れ
た
野
菜
の
話
を
す
る
こ
と
が
楽
し
み

で
し
た
が
、
友
達
が
入
院
し
た
り
閉
じ

こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
近
所
の
人
と
交

流
が
な
く
な
っ
た
と
寂
し
そ
う
に
娘
の

多
津
子
さ
ん
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
津
子
さ
ん
も
以
前
か
ら
、
子
ど
も

会
活
動
や
盆
踊
り
な
ど
の
地
域
行
事
が

な
く
な
り
、
隣
近
所
と
の
つ
な
が
り
が

減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

お
り
、
地
域
に
は
母
親
と
同
じ
思
い
を

抱
え
て
い
る
高
齢
者
が
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
オ
レ
ン
ジ
サ
ロ
ン
や
ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
こ
と
を
調

べ
て
、
行
政
区
長
・
宮
井
英
子
さ
ん
・

松
岡
ま
ゆ
み
さ
ん
達
に
相
談
し
て
「
皆

さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
」
を
つ
く

ろ
う
と
計
画
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
時
期

で
す
が
、
７
月
18
日
（
土
）
に
第
１
回
目

07 えがお８月号

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
　
〜 

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
る 

〜

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
　
〜 

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
る 

〜

地
域
に
集
い
の
場
を
つ
く
ろ
う

　
　
〜 
光
代
行
政
区
　
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
バ
ラ
会 

〜

地
域
に
集
い
の
場
を
つ
く
ろ
う

　
　
〜 
光
代
行
政
区
　
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
バ
ラ
会 

〜
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ちょっとした工夫で介護が楽に!!ちょっとした工夫で介護が楽に!!

楽に靴下を履こう

背中に薬を塗ってみよう

　本会では、在宅で病気や障がいのある家族を介護している方や認知症の家族を介護している方が
集まる当事者の会を開いています。その中で介護に関する困りごとの話がよく出ます。
　そこで今回は、本会の職員（ヘルパー）の経験や知識、身の回りの物や便利グッズを使用し、介
護を楽にする方法を紹介します。

　肩関節が固くなると、背中に薬を塗るのも一
苦労といった声を聞きます。ドラックストアで便
利な道具を見つけました。

　年齢を重ねると、前かがみにな
りにくくなり、爪切りや靴下をはく
動作が難しくなります。この自助
具を使うと靴下を一人で履くことが
できます。下敷きを使って手作り
することもできます。

　素早く簡単に野菜をミジン切りにする調理器
具を使うと、料理時間を短縮できます。

　古くなった衣類やフェイスタオルをカット
（18×32㎝）しておくと、清拭の時に便利です。
使いふるしなので、使用後は気軽に処分できます。

　洗面器や洗いかごを使って足浴ができます。
軍手に石鹸をつけて洗うと、保清しながらマッ
サージもできます。

　濡れタオルを電子レンジで加熱（１～２分）す
ると蒸しタオルの完成です。季節によって加熱
時間を調整し、やけどに注意しましょう。

　浴室以外の場で、体の一部を
洗う際に役立ちます。お湯を入
れてかけると、簡単に洗い流す
ことができます。片手で作業で
きるので便利です。

自分でできるように 介護に役立つグッズ

料理の時間短縮に

清拭に便利

洗面器で足浴

保清を楽に

台所用洗剤の容器を使って

Ｑ
＆
Ａ

成
年
後
見 Ａ

Ｑ 　令和２年４月から改正された民法において、第３条の２に「法律行為の当
事者が意思表示をした時に意思能力を有しなかったときは、その法律行為は、

無効とする」との条文が追加されました。「意思能力を有しない」とは、どのよう
なことを指すのですか？

　意思能力とは、自分がした行為の結果を理解し、物事を判断する能力のこと
をいいます。例えば「家を売る」という行為をした場合、結果として、家を引き
渡す義務と売買代金を受け取る権利が発生します。意思能力を有している場合、

このことを理解できますが、重度の精神疾患や認知症などで自分のおこなった行為を
理解できない場合、自分が売ると言ったことも忘れてしまったり、売ることと家を引き
渡すことが結びつかなかったりすることがあります。このことを「意思能力を有しない」
状態と言い、そのような方の権利保護を強化することを目的として、条文が追加されて
います。
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指
定
葬
祭
場
紹
介

嘉麻市社会福祉協議会指定葬
祭場は、きど葬祭やまさ碓井斎
場を含め、市内に６カ所あります。

セレモニーホールおおつか　☎52-1212
かほ葬祭　あじさい会館　☎62-5566

飛鳥会館　南斎場　　　　　☎52-1212
善光会館　稲築斎場　　　　☎83-5000
おかむら葬祭　岡村会館　　☎42-4420

き
ど
葬
祭

や
ま
さ
碓
井
斎
場嘉麻市飯田214-1

☎（0948）62-4499
フリーダイヤル 0120-40-4031

　
近
年
、
高
齢
化
・
核
家
族
化
が
進

む
中
、家
族
葬
を
は
じ
め
多
種
多
様
な

形
の
お
葬
式
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ご
家
族
様
の
想
い
を
大
切
に
、
故
人
様

と
の
大
切
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
頂

け
ま
す
よ
う
に
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ご

葬
儀
を
社
員一同
誠
実
に
真
心
と
感
謝

を
込
め
て
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ガソリンスタンド
●
　

郵便局
●
　

コンビニ
●
　

信用金庫●
　

スーパー●
　

保育園
●
　

●
碓井庁舎

←桂川

←飯塚 ↑稲築

飯田

きど葬祭
やまさ碓井斎場

法人運営　INFOMATION
第70回理事会
　≪開催日≫令和２年６月11日（木）
【議案第218号】 令和元年度事業報告及び収支決算
　　　　　　　 について 監査報告
【議案第219号】 令和2年度第一次補正予算について
【議案第220号】 副会長の選定について
【議案第221号】 評議員補欠選任候補者について
【議案第222号】 第4回定時評議員会の開催について
【報告第63号】   定款第21条第4項に係る理事会
　　　　　　　 報告事項について
【報告第64号】　登記手続きの完了について
【報告第65号】　コロナ禍の影響で休業や失業した方
　　　　　　　 への生活福祉資金特例貸付について

第４回定時評議員会
　≪開催日≫令和２年６月26日（金）
【議案第96号】　令和元年度事業報告及び収支決算
                      について 監査報告
【議案第97号】　令和２年度第一次補正予算について
【報告第18号】　副会長の選定結果について
【報告第19号】　登記手続きの完了について
【報告第20号】　コロナ禍の影響で休業や失業した方
                      への生活福祉資金特例貸付について

第６回評議員選任・解任委員会
　≪開催日≫令和２年６月18日（木）
【内容】補欠評議員候補者についての審議及び議決

令和２年３月25日に開催された第46回評議員会において、新理事が選任されました。
　任期：令和２年３月25日から令和２年会計年度にかかる定時評議員会の終結の時まで （令和３年６月開催予定）

令和２年６月18日に開催された第６回評議員選任・解任委員会において、６名の方が新たに評議員に選任され
ました。
　任期：令和2年6月18日から令和２年会計年度にかかる定時評議員会の終結の時まで（令和３年６月開催予定）

※敬称省略
氏　名選出区分 所属団体

大里　厚子地域福祉推進委員会選出 嘉穂地域福祉推進委員会

※敬称省略
選出区分 氏　名 所属団体

各地域福祉推進委員会代表
社会福祉に関する活動を行う団体
小中学校教職員
高等学校教職員
小中学校PTA連合会
地域福祉推進に必要な主要な団体

田中　正博
田中マスミ
古賀　修治
杉野　晴一
小山田弘志
西坂　勝正

嘉穂地域福祉推進委員会
ニコニコ会
嘉麻市小中学校長会
福岡県立稲築志耕館高等学校
嘉麻市小中学校PTA連合会
嘉麻市社会福祉協議会福祉推進員会

新理事・新評議員の紹介
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ひ
き
こ
も
り
の
家
族
を
持
た

れ
て
い
る
方
々
と
、い
ろ
ん

な
悩
み
を
話
し
た
り
、情
報

交
換
を
し
て
い
ま
す
。

○
８
月
27
日（
木
）

○
９
月
24
日（
木
）

○
10
月
22
日（
木
）

家
か
ら
一
歩
外
に
出
て
自
由

に
過
ご
せ
る
居
場
所
で
す
。

特
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
り

ま
せ
ん
。

○
８
月
６
日（
木
）、13（
木
）、

　
20
日（
木
）、27
日（
木
）

○
９
月
３
日（
木
）、10（
木
）、

　
17
日（
木
）、24
日（
木
）

○
10
月
１
日（
木
）、８（
木
）、

　
15
日（
木
）、22
日（
木
）、

　
29
日（
木
）

※

ひ
き
こ
も
り
家
族
の
集
い

　
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
開
催

　
場
所

　
　
寄
っ
て
こ
ハ
ウ
ス
に
て

　
　
（
漆
生
８
７
８
番
地
）

　
時
間
は
い
ず
れ
も

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
ま
で

　
で
す
。

８
月
・
９
月
・
10
月
の

総
合
相
談

心
配
ご
と
相
談

法
律
相
談

ご
案
内

※

法
律
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　
先
着
順
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
目
に

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

　
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

　
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
月
６
日（
木
） 

13
時
〜
16
時

稲
築
地
区
公
民
館

と
こ
ろ
と 

き

９
月
３
日（
木
） 

13
時
〜
16
時

山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

と
こ
ろ
と 

き

10
月
１
日（
木
） 

13
時
〜
16
時

稲
築
地
区
公
民
館

と
こ
ろ
と 

き

８
月
５
日（
水
） 
13
時
〜
15
時

嘉
穂
総
合
支
所

と
こ
ろ
と 

き

９
月
２
日（
水
） 

13
時
〜
15
時

嘉
穂
総
合
支
所

と
こ
ろ
と 

き

10
月
28
日（
水
） 

13
時
〜
15
時

稲
築
地
区
公
民
館

と
こ
ろ
と 

き

10
月
14
日（
水
） 

13
時
〜
15
時

稲
築
地
区
公
民
館

と
こ
ろ
と 

き

９
月
23
日（
水
） 

13
時
〜
15
時

山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

と
こ
ろ
と 

き

９
月
９
日（
水
） 

13
時
〜
15
時

山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

と
こ
ろ
と 

き

８
月
26
日（
水
） 

13
時
〜
15
時

稲
築
地
区
公
民
館

と
こ
ろ
と 

き

８
月
12
日（
水
） 
13
時
〜
15
時

稲
築
地
区
公
民
館

と
こ
ろ
と 

き

在
宅
介
護
者
の
集
い

●
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
集
い

嘉
麻
市
認
知
症
家
族
の
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
日
時

等
が
変
更
や
中
止
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

嘉
麻
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
４
８-

４
３-

３
５
１
１

E-m
ail:tiiki@

kam
a.syakyo.com

在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る

方
々
が
、
い
ろ
ん
な
情
報
交

換
を
つ
う
じ
て
、
楽
し
く
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

○
８
月　
中
止

○
９
月
10
日（
木
）

　
山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
に
て

　
（
上
山
田
５
０
２
番
地
６
）

○
10
月
８
日（
木
）

　
稲
築
地
区
公
民
館
に
て

　
（
岩
崎
１
１
４
１
番
地
）

※

時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
〜
15

時
ま
で
で
す
。

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い

る
ご
家
族
が
集
ま
り
、
お
互

い
の
体
験
や
情
報
交
換
を
し

て
い
ま
す
。

○
８
月　
中
止

○
９
月
16
日（
水
）

○
10
月
21
日（
水
）

　
山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
に
て

　
（
上
山
田
５
０
２
番
地
６
）

※

時
間
は
13
時
30
分
〜
１
時
間

程
度
で
す
。

●
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

み
な
さ
ま
の
善
意
、

心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

香
典
返
し
・
寄
附

香
典
返
し

４
月
１
日
〜
６
月
30
日
受
付
分

【
漆
生
本
村
】

　
親
族　
松　
熊　
浩　
一　
様

　
　
故　
松　
熊　
典　
子　
様

【
漆
生
中
央
】

　
親
族　
中　
野　
保　
幸　
様

　
　
故　
中　
野　
ナ
ツ
ミ　
様

【
口
春
】

　
親
族　
新　
水　
正　
和　
様

　
　
故　
新　
水　
ナ
ミ
子　
様

【
山
野
第
二
】

　
親
族　
佐
々
木　
俊　
行　
様

　
　
故　
佐
々
木　
満　
子　
様

【
平
第
一
】

　
親
族　
お
か
む
ら
葬
祭　
　
　

　
岡　
村　
勝　
子　
様

　
　
故　
岡　
村　
昭　
彦　
様

【
平
東
】

　
親
族　
鬼　
丸　
好　
輝　
様

　
　
故　
鬼　
丸　
砂　
子　
様

【
枝
坂
】

　
親
族　
石　
川　
　
　
忍　
様

　
　
故　
石　
川　
龍　
介　
様

【
下
臼
井
西
】

　
親
族　
仁
階
堂　
シ
キ
ミ　
様

　
　
故　
仁
階
堂　
義　
成　
様

【
熊
ヶ
畑
第
二
】

　
親
族　
平　
嶋　
勝　
博　
様

　
　
故　
平　
嶋　
　
　
正　
様

【
百
々
谷
】

　
親
族　
石　
井　
禮　
子　
様

　
　
故　
石　
井　
春　
美　
様

【
西
川
】

　
親
族　
山　
田　
　
　
学　
様

　
　
故　
山　
田　
マ
ス
ミ　
様

【
中
央
】　

　
親
族　
原　
田　
セ
ツ
子　
様

　
　
故　
原　
田　
幸　
敏　
様

【
石
ヶ
崎
】

　
親
族　
岩　
田　
京　
子　
様

　
　
故　
松　
木　
キ
ク
ヨ　
様

【
下
牛
隈
】

　
親
族　
山　
本　
　
　
京　
様

　
　
故　
山　
本　
泰　
司　
様

【
下
牛
隈
】

　
親
族　
矢
羽
田　
盛　
吉　
様

　
　
故　
矢
羽
田　
秀　
子　
様

【
東
馬
見
】　

　
親
族　
山　
口　
洋　
次　
様

　
　
故　
山　
口　
節　
子　
様

【
西
馬
見
】

　
親
族　
圓　
入　
保　
雄　
様

　
　
故　
圓　
入　
和　
也　
様

【
桑
野
】

　
親
族　
江　
藤　
み
や
子　
様

　
　
故　
江　
藤　
ア
ヤ
子　
様

【
小
野
谷
】

　
親
族　
山　
本　
久
美
子　
様

　
　
故　
江　
藤　
信　
子　
様

【
飯
塚
市
】

　
親
族　
山　
本　
俊　
雄　
様

　
　
故　
山　
本　
和　
明　
様

【
小
郡
市
】

　
親
族　
住　
江　
美　
幸　
様

　
　
故　
住　
江　
幸　
男　
様

一
般
寄
附

【
市
外
】

　
嘉
穂
の
名
水
愛
好
者
一
同　
様

（
二
件
）

【
子
育
て
リ
ユ
ー
ス
】

漆
生
東　
　
匿　
　
　
名　
様

【
ア
ル
ミ
缶
】

　
漆
生
本
村　
佐
々
木
隆
男　
様

　
漆
生
中
央　
田
中
茶
舗　
　
様

漆
生
南
部　
岩
田　
勇
治　
様

漆
生
南
部　
市
原
登
志
彦　
様

漆
生
南
部　
西
岡　
博
子　
様

鴨
生
第
一　
花
村　
和
子　
様

漆
生
東　
　
匿　
　
　
名　
様

六
四
田　
　
松
田　
敏
雄　
様

百
々
谷　
　
日
野　
和
義　
様

尾
浦
第
二　
下
川　
明
世　
様

神
幸　
　
　
松
岡　
敦
子　
様

天
神　
　
　
島
田　
睦
男　
様

天
神　
　
　
愚
童
の
庵　
　
様

西
川　
　
　
安
田
千
惠
子　
様

下
宮　
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス　
　
　

お
お
つ
か　
様

下
宮　
　
　
三
好　
邦
央　
様

猪
之
鼻　
　
菊
池　
春
政　
様

石
ヶ
崎　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
ヶ
崎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　
　

楠　
　
清
隆　
様

　
大
隈　
（
株
）冨
士
プ
ロ　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー　
様

下
益　
　
　
匿　
　
　
名　
様

五
日
町　
　
匿　
　
　
名　
様

九
郎
原　
　
匿　
　
　
名　
様

松
岡
自
動
車
工
場　
　
　
　
様

（
有
）小
西
モ
ー
タ
ー
ス　
　
様

匿　
　
　
名　
　
　
　
　
　
様

【
リ
ン
グ
プ
ル
】

漆
生
中
央　
田
中
茶
舗　
　
様

六
四
田　
　
松
田　
敏
雄　
様

六
四
田　
　
渡
辺
美
千
代　
様

　
熊
ヶ
畑
第
一　
笹
尾　
五
重　
様

尾
浦
第
二　
下
川　
明
世　
様

神
幸　
　
　
村
上
フ
ク
ヱ　
様

下
宮　
　
　
三
好　
邦
央　
様

　
三
菱
第
一　
匿　
　
　
名　
様

新
原　
　
　
林　
　
　
勝　
様

大
隈　
（
株
）冨
士
プ
ロ　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー　
様

下
牛
隈　
　
匿　
　
　
名　
様

清
浄
学
園　
　
　
　
　
　
　
様

長
円
寺
仏
教
婦
人
会　
　
　
様

（
有
）小
西
モ
ー
タ
ー
ス　
　
様

匿　
　
　
名　
　
　
　
　
　
様

【
古
切
手
】

下
牛
隈　
　
匿　
　
　
名　
様

九
郎
原　
　
匿　
　
　
名　
様

嘉
麻
市
役
所
税
務
課　
　
　
様

嘉
麻
市
福
祉
事
務
所　
　
　
　

保
護
課
庶
務
係　
様

嘉
麻
市
福
祉
事
務
所　
　
　
　

　
高
齢
者
介
護
課　
　
　
　

高
齢
者
支
援
係　
様

稲
築
地
区
公
民
館　
　
　
　
様

嘉
麻
市
商
工
会　
　
　
　
　
様

嘉
麻
市
商
工
会
女
性
部　
　
様

教
育
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン（
株
）　
様

清
浄
学
園　
　
　
　
　
　
　
様

【
使
用
済
テ
レ
カ
】

天
神　
　
　
愚
童
の
庵　
　
様

【
ア
ル
ミ
】

古
河　
　
　
塚
原　
京
子　
様

【
漆
生
本
村
】

　
漆
生
本
村
行
政
区
（
39
口
）

【
才
田
日
吉
】
本
弘
文

【
口
春
】
平
田
裕
子

【
鴨
生
町
】
野
見
山
歌
子

【
漆
生
老
松
】
菊
地
由
美

【
銭
代
坊
】
荒
田
春
美
、
荒
田
加

代
子

【
枝
坂
】
那
須
勝
彦
、
永
水
正
生
、

羽
野
キ
ヨ
子
、
乗
冨
睦
子
、
中
村

時
和
、
草
場
辰
己
、
谷
口
信
典
、

川
端
美
恵
、
森
章
枝
、
橋
本
玲
子
、

前
橋
シ
ゲ
子
、
阿
座
上
利
雄
、
上

田
歌
子
、
田
中
和
子
、
手
島
省
治
、

藤
野
學
、
跡
部
静
代
、
福
田
国
広
、

中
谷
研
一
、
出
嶋
浩
二
、
有
限
会

社
山
田
電
気
、
谷
口
冨
美
枝
、
最

上
学
、
和
田
勝
雄
、
狩
野
節
子
、

西
坂
和
子
、
山
下
萬
年
、
永
水
明

美
、
佐
井
美
佐
子
、
宮
﨑
誠
、
土

屋
洸
二
、
草
野
忍
、
宮
本
林
、
有

馬
サ
ツ
エ
、高
下
妙
子
、中
村
修
一
、

嶋
田
健
太
、
金
丸
洋
一
、
駒
山
弘

治
、
永
田
龍
男
、
佐
藤
信
夫
、
北

崎
隆
、
吉
村
善
彦
、
石
川
忍
、
尾

畑
千
鶴
子
、
渕
上
義
春
、
甲
斐
晋

一
、
松
本
清
子
、
麻
生
光
晴
、
野

上
哲
行
、
朝
倉
英
紀
、
石
田
利
夫
、

奥
迫
陽
子
、
松
薗
勇
、
平
野
カ
チ

ヨ
、
福
井
徹
、
志
水
宗
利
、
足
達

二
三
子
、
田
島
勝
子
、
村
山
栄
子
、

信
本
俊
夫
、
松
隈
一
成
、
渡
邊
悦

子
、
髙
木
雅
文
、
藤
本
誠
、
匿
名

【
百
々
谷
】
矢
野
愛
子

【
昭
和
】
伊
藤
美
穂

【
中
山
田
上
】
松
岡
マ
ス
ヱ

【
熊
本
】
中
島
政
美

【
上
臼
井
上
】
岩
井
久
子
、
坂
田

真
澄
、
坂
田
勲
、
坂
田
和
代

【
下
牛
隈
】
匿
名
、
大
塚
香
代
子

【
飯
塚
市
】
牧
口
輝
代
、
山
﨑
あ

ゆ
み

【
桂
川
町
】
久
米
志
保
子



お　　　礼

11 えがお８月号

【
漆
生
本
村
】

　
親
族　
松　
熊　
浩　
一　
様

　
　
故　
松　
熊　
典　
子　
様

【
漆
生
中
央
】

　
親
族　
中　
野　
保　
幸　
様

　
　
故　
中　
野　
ナ
ツ
ミ　
様

【
口
春
】

　
親
族　
新　
水　
正　
和　
様

　
　
故　
新　
水　
ナ
ミ
子　
様

【
山
野
第
二
】

　
親
族　
佐
々
木　
俊　
行　
様

　
　
故　
佐
々
木　
満　
子　
様

【
平
第
一
】

　
親
族　
お
か
む
ら
葬
祭　
　
　

　
岡　
村　
勝　
子　
様

　
　
故　
岡　
村　
昭　
彦　
様

【
平
東
】

　
親
族　
鬼　
丸　
好　
輝　
様

　
　
故　
鬼　
丸　
砂　
子　
様

【
枝
坂
】

　
親
族　
石　
川　
　
　
忍　
様

　
　
故　
石　
川　
龍　
介　
様

【
下
臼
井
西
】

　
親
族　
仁
階
堂　
シ
キ
ミ　
様

　
　
故　
仁
階
堂　
義　
成　
様

【
熊
ヶ
畑
第
二
】

　
親
族　
平　
嶋　
勝　
博　
様

　
　
故　
平　
嶋　
　
　
正　
様

【
百
々
谷
】

　
親
族　
石　
井　
禮　
子　
様

　
　
故　
石　
井　
春　
美　
様

【
西
川
】

　
親
族　
山　
田　
　
　
学　
様

　
　
故　
山　
田　
マ
ス
ミ　
様

【
中
央
】　

　
親
族　
原　
田　
セ
ツ
子　
様

　
　
故　
原　
田　
幸　
敏　
様

【
石
ヶ
崎
】

　
親
族　
岩　
田　
京　
子　
様

　
　
故　
松　
木　
キ
ク
ヨ　
様

【
下
牛
隈
】

　
親
族　
山　
本　
　
　
京　
様

　
　
故　
山　
本　
泰　
司　
様

【
下
牛
隈
】

　
親
族　
矢
羽
田　
盛　
吉　
様

　
　
故　
矢
羽
田　
秀　
子　
様

【
東
馬
見
】　

　
親
族　
山　
口　
洋　
次　
様

　
　
故　
山　
口　
節　
子　
様

【
西
馬
見
】

　
親
族　
圓　
入　
保　
雄　
様

　
　
故　
圓　
入　
和　
也　
様

【
桑
野
】

　
親
族　
江　
藤　
み
や
子　
様

　
　
故　
江　
藤　
ア
ヤ
子　
様

【
小
野
谷
】

　
親
族　
山　
本　
久
美
子　
様

　
　
故　
江　
藤　
信　
子　
様

【
飯
塚
市
】

　
親
族　
山　
本　
俊　
雄　
様

　
　
故　
山　
本　
和　
明　
様

【
小
郡
市
】

　
親
族　
住　
江　
美　
幸　
様

　
　
故　
住　
江　
幸　
男　
様

一
般
寄
附

【
市
外
】

　
嘉
穂
の
名
水
愛
好
者
一
同　
様

（
二
件
）

【
子
育
て
リ
ユ
ー
ス
】

漆
生
東　
　
匿　
　
　
名　
様

【
ア
ル
ミ
缶
】

　
漆
生
本
村　
佐
々
木
隆
男　
様

　
漆
生
中
央　
田
中
茶
舗　
　
様

漆
生
南
部　
岩
田　
勇
治　
様

漆
生
南
部　
市
原
登
志
彦　
様

漆
生
南
部　
西
岡　
博
子　
様

鴨
生
第
一　
花
村　
和
子　
様

漆
生
東　
　
匿　
　
　
名　
様

六
四
田　
　
松
田　
敏
雄　
様

百
々
谷　
　
日
野　
和
義　
様

尾
浦
第
二　
下
川　
明
世　
様

神
幸　
　
　
松
岡　
敦
子　
様

天
神　
　
　
島
田　
睦
男　
様

天
神　
　
　
愚
童
の
庵　
　
様

西
川　
　
　
安
田
千
惠
子　
様

下
宮　
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス　
　
　

お
お
つ
か　
様

下
宮　
　
　
三
好　
邦
央　
様

猪
之
鼻　
　
菊
池　
春
政　
様

石
ヶ
崎　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
ヶ
崎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　
　

楠　
　
清
隆　
様

　
大
隈　
（
株
）冨
士
プ
ロ　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー　
様

下
益　
　
　
匿　
　
　
名　
様

五
日
町　
　
匿　
　
　
名　
様

九
郎
原　
　
匿　
　
　
名　
様

松
岡
自
動
車
工
場　
　
　
　
様

（
有
）小
西
モ
ー
タ
ー
ス　
　
様

匿　
　
　
名　
　
　
　
　
　
様

【
リ
ン
グ
プ
ル
】

漆
生
中
央　
田
中
茶
舗　
　
様

六
四
田　
　
松
田　
敏
雄　
様

六
四
田　
　
渡
辺
美
千
代　
様

　
熊
ヶ
畑
第
一　
笹
尾　
五
重　
様

尾
浦
第
二　
下
川　
明
世　
様

神
幸　
　
　
村
上
フ
ク
ヱ　
様

下
宮　
　
　
三
好　
邦
央　
様

　
三
菱
第
一　
匿　
　
　
名　
様

新
原　
　
　
林　
　
　
勝　
様

大
隈　
（
株
）冨
士
プ
ロ　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー　
様

下
牛
隈　
　
匿　
　
　
名　
様

清
浄
学
園　
　
　
　
　
　
　
様

長
円
寺
仏
教
婦
人
会　
　
　
様

（
有
）小
西
モ
ー
タ
ー
ス　
　
様

匿　
　
　
名　
　
　
　
　
　
様

【
古
切
手
】

下
牛
隈　
　
匿　
　
　
名　
様

九
郎
原　
　
匿　
　
　
名　
様

嘉
麻
市
役
所
税
務
課　
　
　
様

嘉
麻
市
福
祉
事
務
所　
　
　
　

保
護
課
庶
務
係　
様

嘉
麻
市
福
祉
事
務
所　
　
　
　

　
高
齢
者
介
護
課　
　
　
　

高
齢
者
支
援
係　
様

稲
築
地
区
公
民
館　
　
　
　
様

嘉
麻
市
商
工
会　
　
　
　
　
様

嘉
麻
市
商
工
会
女
性
部　
　
様

教
育
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン（
株
）　
様

清
浄
学
園　
　
　
　
　
　
　
様

【
使
用
済
テ
レ
カ
】

天
神　
　
　
愚
童
の
庵　
　
様

【
ア
ル
ミ
】

古
河　
　
　
塚
原　
京
子　
様

【
漆
生
本
村
】

　
漆
生
本
村
行
政
区
（
39
口
）

【
才
田
日
吉
】
本
弘
文

【
口
春
】
平
田
裕
子

【
鴨
生
町
】
野
見
山
歌
子

【
漆
生
老
松
】
菊
地
由
美

【
銭
代
坊
】
荒
田
春
美
、
荒
田
加

代
子

【
枝
坂
】
那
須
勝
彦
、
永
水
正
生
、

羽
野
キ
ヨ
子
、
乗
冨
睦
子
、
中
村

時
和
、
草
場
辰
己
、
谷
口
信
典
、

川
端
美
恵
、
森
章
枝
、
橋
本
玲
子
、

前
橋
シ
ゲ
子
、
阿
座
上
利
雄
、
上

田
歌
子
、
田
中
和
子
、
手
島
省
治
、

藤
野
學
、
跡
部
静
代
、
福
田
国
広
、

中
谷
研
一
、
出
嶋
浩
二
、
有
限
会

社
山
田
電
気
、
谷
口
冨
美
枝
、
最

上
学
、
和
田
勝
雄
、
狩
野
節
子
、

西
坂
和
子
、
山
下
萬
年
、
永
水
明

美
、
佐
井
美
佐
子
、
宮
﨑
誠
、
土

屋
洸
二
、
草
野
忍
、
宮
本
林
、
有

馬
サ
ツ
エ
、高
下
妙
子
、中
村
修
一
、

嶋
田
健
太
、
金
丸
洋
一
、
駒
山
弘

治
、
永
田
龍
男
、
佐
藤
信
夫
、
北

崎
隆
、
吉
村
善
彦
、
石
川
忍
、
尾

畑
千
鶴
子
、
渕
上
義
春
、
甲
斐
晋

一
、
松
本
清
子
、
麻
生
光
晴
、
野

上
哲
行
、
朝
倉
英
紀
、
石
田
利
夫
、

奥
迫
陽
子
、
松
薗
勇
、
平
野
カ
チ

ヨ
、
福
井
徹
、
志
水
宗
利
、
足
達

二
三
子
、
田
島
勝
子
、
村
山
栄
子
、

信
本
俊
夫
、
松
隈
一
成
、
渡
邊
悦

子
、
髙
木
雅
文
、
藤
本
誠
、
匿
名

【
百
々
谷
】
矢
野
愛
子

【
昭
和
】
伊
藤
美
穂

【
中
山
田
上
】
松
岡
マ
ス
ヱ

【
熊
本
】
中
島
政
美

【
上
臼
井
上
】
岩
井
久
子
、
坂
田

真
澄
、
坂
田
勲
、
坂
田
和
代

【
下
牛
隈
】
匿
名
、
大
塚
香
代
子

【
飯
塚
市
】
牧
口
輝
代
、
山
﨑
あ

ゆ
み

【
桂
川
町
】
久
米
志
保
子

物
品
寄
附

あ
な
た
の
会
費
が
、

社
協
の
地
域
活
動
を

支
え
て
い
ま
す

会
員
と
し
て
、
次
の
方
々
に

　

  

ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

（
順
不
同
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

４
月
１
日
〜
６
月
30
日
受
付
分



問 題

つ な が り
嘉
麻
市
社
協
だ
よ
り「
え
が
お
」

令
和
２
年
８
月
１
日 

発
行

えがお８月号 12

私
に
と
っ
て
の

ふ
る
さ
と「
大
隈
町
」

　
私
は
、
旧
嘉
穂
町
（
大
隈
町
）

で
生
ま
れ
、
大
学
を
卒
業
す
る

22
歳
ま
で
過
ご
し
ま
し
た
。
社
会

人
に
な
り
初
め
て
故
郷
を
離
れ
、

今
は
福
岡
市
内
の
某
大
手
学
習

塾
に
勤
め
て
、
毎
年
１
０
０
人

以
上
の
小
中
学
生
の
人
生
の

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

中
学
受
験
・
高
校
受
験
の
指
導

を
し
て
い
ま
す
。

　
受
験
指
導
は
や
り
甲
斐
の
あ

る
仕
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

反
面
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
大
き
く
、

精
神
を
擦
り
減
ら
す
思
い
を
す

る
こ
と
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
心
身
の
疲
労
を
癒

し
て
く
れ
る
の
は
、
長
期
休
暇

の
際
に
里
帰
り
を
し
、
数
日
間

を
過
ご
す
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
故
郷
で
あ
る
大
隈
町
の
、
の

ど
か
な
空
気
と
風
景
に
他
な
り

ま
せ
ん
。
現
在
、
私
の
母
校
で

あ
る
大
隈
小
学
校
を
は
じ
め
、

私
が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
風
景

や
建
物
は
失
わ
れ
て
い
き
、
時

の
流
れ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
あ
た
り
一
面
の
田

園
風
景
や
、
高
く
そ
び
え
る
馬

見
山
、
秋
口
に
な
る
と
城
山
に

聳
え
立
つ
一
夜
城
な
ど
を
見
る

と
、
い
つ
な
ん
ど
き
で
も
故
郷

の
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
私
に
と
っ
て
故
郷

大
隈
町
は
こ
れ
か
ら
も
心
の
拠

り
所
で
あ
り
、
人
生
の
原
点
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

社協だより「えがお」は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。

編 集 後 記

　オピニオンでは、Ａ行政区の野良猫問題につ
いて取材しました。日向で昼寝をしている猫を
見ると、のんびりした生活を想像しますが、過
酷な環境で必死に生きている野良猫の話を聞
き、小さな命について考えることができました。おがわ

　光代行政区のバラ会で出会った山田さんは、
日頃からえがおを心がけているそうです。取材中
もえがおで対応してもらい、自然と顔がにこやか
になりました。ふれあい・いきいきサロンも、え
がおで過ごせる場になればいいなと思いました。うちだ

　口春サロンの取材では、お二人の高齢者宅
への訪問に同行しました。訪問した際は、「こな
いだもらったお菓子おいしかったよ」「前回の脳
トレの問題難しかったね」などの会話があり、
みなさんの笑顔がとても印象的でした。やました

　成年後見Q＆Aでは、民法の改正に伴い「意
思能力」について明文化された条文を取り上
げました。高齢者の消費者トラブルが増えて
いることもあり、成年後見制度の重要性はよ
り高まるのではないかと感じています。のみやま

「広報紙えがお」を読んで、次のクイズにお答えください。
正解者の中から抽選で図書券（千円分）を２名の方に
プレゼントします。

本会では、市民のみなさんからリングプルとアルミ缶の寄附をいただき、
換金したお金でチャイルドシートを購入し、貸出事業をおこなっています。
※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

①クイズの答え、②広報紙の感想、③郵便番号・住所、④氏名、
⑤年齢、⑥電話番号をご記入の上、令和２年10月31日（必着）
までにハガキ、またはＥメールにてご応募ください。
〒821-0012 嘉麻市上山田502番地６　嘉麻市社会福祉協議会
E-mail:tiiki@kama.syakyo.com

（2）アルミ缶

応募方法

送付先

前号の
クイズの答え

光代行政区では、ふれあい・いきいきサロンが立ち上が
りました。現在、ふれあい・いきいきサロンは何カ所運営されて
いるでしょうか？

（１）14カ所       （２）24カ所       （３）34カ所

大野城市在住

旧嘉穂町出身

みや  ち りょう た

宮地　亮太さん

　配食サービスでは、毎月16日を「お楽しみ弁
当の日」として、普段よりボリュームのあるお弁
当を届けることといたしました。
　月１回ではありますが、利用者のみなさまから、
心待ちにしていただけるようになれば幸いです。

ふ
る
さ
と
へ
の

手
紙

No.163

毎月16日をお楽しみ弁当の日に!!毎月16日をお楽しみ弁当の日に!!


